
【栄養・食生活】 

 

 男性は、肥満の方の割合が全体で３０％を超えており、特に３０代では４０％を超えています。 

 全国的には２０代３０代女性のやせの割合が高く問題になっており、南陽市では２０代のやせの

方が増えている一方で、３０代は肥満の方の割合が多くなっています。それ以外の年代でもやせ

以上に肥満が２０％程度を占めています。 

 

中間評価時と比較すると、２０～３０代男性の肥満が増加傾向にありますが、４０～６０代の肥満

は減少しています。 

女性は２０代においてやせは増加している一方で、３０代の肥満女性が増加傾向にあります。 

５０代は平成３０年度と比較してやせも肥満も増加しています。 
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高齢者（６５～７９歳）の低栄養傾向（BMI２０未満）は、男性の７５～７９歳、女性の７０～７４歳で

高い割合となっています。特に女性は４人に１人が低栄養傾向にあります。 

 

 

 朝食を「毎日食べる」と回答した割合は約８０％ですが、性・年代別にみると２０～３０代で低い傾

向にあります。男性では４０～５４歳でも低い傾向にあります。 

朝食欠食率（週２回以上欠食する者）は、全体では１８．４％ですが評価指標である２０代男女は

ともに４０％以上であり、改善は見られませんでした。 
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 男性よりも女性が気をつけていることが多い傾向にあり、男女ともに１割強のが「何も気を付け

ていない」と方が１０％強という結果でした。その他は、「たんぱく質を多くとる」「添加物を控える」

「野菜を先に食べる」の複数回答が見られました。 

 

 回答が多い順に、（男性）２皿分、１皿以下、３皿分、（女性）２皿分、３皿分、１皿以下の結果でした。

１日小鉢３皿以下の回答が約８０％となりました。 

※和え物、酢の物、煮物など、小皿１皿を７０gとして回答。野菜摂取目標量は１日５皿分（３５０ｇ）。 
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【運動習慣（運動・年代別）】 

 

男性は２０代前半と４０代、６５歳以上の３０～４０％程の方が運動習慣がある一方で、女性は 

２０代３０％前後、７０代では４０％を超えています。 

 

 

運動していない理由としては、「仕事や家事で十分体を動かしている」方は３０％強となってい

ます。その反面、「仕事や勉強などで時間の余裕がない」も約３０％と高くなっています。 
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運動が苦手 子育て、介護等のため余裕がない

自分にあった運動がわからない 健康上の理由から

経済的に余裕がない 施設・設備がない

仲間がいない その他



 

男性の運動しない理由としては、３０～６０代は「仕事や勉強で余裕がない」、６０～７０代は「仕

事や家事で十分体を動かしている」との回答が多くみられました。 

 

 

女性の運動しない理由としては、３0～４０代は「子育て・介護のため余裕がない」がという回答

が多くみられ、その他３０～５０代では「仕事や勉強で余裕がない」、６０～７０代では「仕事や家事

で十分体を動かしている」との回答が多くみられました。 
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運動に「ウォーキング」を取り入れている人は４６．８％と約半数の方が実施していました。「その

他」として「卓球」などが挙げられました。運動内容は「ウォーキング」以外に「体操・ストレッチ」「筋

トレ」など手軽にできる運動をしている割合が高くなりました。 

 

 

歩数計の活用と平均歩数 

  歩数計あり 平均歩数 

計 256  5,938 

男 130  6,677 

女 126  5,175 
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ました。 

 



 

ロコモティブシンドロームの知識 

  知っている 聞いたことはある 計 

全体 12.8% 22.3% 35.1% 

男 8.8% 16.8% 25.6% 

女 15.7% 26.4% 42.1% 

 

 

ロコモティブシンドロームの認知度は、男性よりも女性でどの年代でも高く、年代が上がるごと

に認知度も高くなっていました。 
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【休養・睡眠・こころの健康】 

 

 「十分にとれている」は１８．９％と非常に低く、「まあまあとれている」の５４．３％を加えると 

７３．２%となります。一方、「あまりとれていない」・「ほとんどとれていない」は２６.８％います。 

成人の推奨睡眠時６時間以上を確保できている人は７０．３％でした。 
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 ６５～７９歳では睡眠が「十分にとれている」、「まあまあとれている」の割合が高くなりました。 

３０歳前半、４５～５４歳では「あまりとれていない」「ほとんどとれていない」割合が４０％もいまし

た。 
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 ストレス解消「できている」・「なん

とかできている」人の割合は７６％

でした。 

一方、「あまりできない」・「うまくで

きない」人が２４％いました。 

 



 

 

社会参加率 

全体 高齢者全体 

（65歳以上） 

前期高齢者 

（６５歳以上７４歳未満） 

後期高齢者 

（７５歳以上７９歳以下） 

70.4％ 52.6％ 59.3％ 37.9％ 

社会参加に関しては、全体では７０％高齢者全体でも５０％強が社会参加しています。前期・後

期高齢者を比較すると、後期高齢者になることで社会参加の機会は減少していることが伺えます。 
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【喫煙】 

 

 男性では約３０％弱の人が喫煙している一方で、女性は約６％と男女差が大きい結果とな

りました。 

 

 

 

 受動喫煙の害として、「肺がん」や「喘息」、「気管支炎」などの呼吸器系への害は知っている人は

多くみられますが、脳や循環器、消化器系など全身に害を及ぼすことを知っている人が少ない結

果となりました。 
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【飲酒】 

 

 男性の飲酒の習慣では、「毎日飲む」人の割合が５０代以上で約３０％と高い結果となりました。

また、年齢が高くなるにつれて飲酒習慣がある人の割合が高い結果となりました。 

 

女性の飲酒の習慣においては「週５～６日飲む」人の割合が４０～５０代が高い一方で、「ほとん

ど飲まない」人の割合も４０代以上で高い傾向になりました。 
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飲酒の習慣（女）【年代別】

ほとんど飲まない（飲めない） やめた（１年以上やめている） 月に１～３日飲む

週１～２日飲む 週３～４日飲む 週５～６日飲む

毎日飲む
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生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している者※の数 

※１日あたりの平均純アルコール摂取量：男性は４０ｇ以上、女性は２０ｇ以上を摂取している者 

 生活習慣病のリスクを高める量を飲酒している人の割合は、男性１６.８％女性１１．４％となって

いる。このうちで、男性は週５～６日以上飲んでいる人が 88.8％を占めています。 

一方女性も、週 5～6 日以上飲んでいる人が 72.9％いるが週３～４日飲んでいる人は 15.3％

います。 

 

 ストレスと飲酒の関係として、ストレスが「あまりない」、「たまにある」と回答した人と比較して、

「時々ある」、「しばしばある」と回答した人の飲酒量が多い結果となりました。 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

しばしばある

時々ある

たまにある

あまりない

ストレスと飲酒の量

１合以上２合（３６０ｍｌ）未満 ２合以上３合（５４０ｍｌ）未満 ３合以上４合（７２０ｍｌ）未満

４合以上５合（９００ｍｌ）未満 ５合以上

男性（375人） 
飲 酒 量  

1合未満 1～2合 2～3合 3～4合 4～5合 5合以上 合計 

飲

酒

頻

度 

毎日 16 35 28 10 3 7 48 

週 5～6日 9 12 5 2 1 0 8 

週 3～4日 9 23 7 3 1 0 4 

週 1～2日 22 12 6 2 1 2 2 

月 1～3日 14 13 8 3 2 1 1 

33 15 5 10 63 

    

女性（516人） 
飲 酒 量  

1合未満 1～2合 2～3合 3～4合 4～5合 5合以上 合計 

飲

酒

頻

度 

毎日 9 13 12 3 3 1 32 

週 5～6日 6 5 6 0 0 0 11 

週 3～4日 12 6 2 1 0 0 9 

週 1～2日 25 12 5 4 1 0 5 

月 1～3日 35 14 8 0 0 2 2 

24 20 8 4 3 59 

16.8％ 

11.4％ 

ｎ＝516 



【歯・口腔の健康】 

 

 

 

  

 

２４本以上の歯を保有している割合は、全体では約６０％ですが、年齢が上がるにつれて歯の

保有率が減少しており、６５歳以上の各年代では５０％を下回っています。 

23.1 

52.7 

76.9 

47.3 

0%
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定期的な歯科健診の受診の有無
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75.0

55.6
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100%

定期健診受診者の割合【性別・年齢別】

男 女

64.3%

14.9% 11.6%
7.4%

1.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

２４本以上 ２0～２3本 １0～１9本 1～9本 ０本

歯の本数

定期的に歯科健診に行く者の割合は、

中間評価時に比べると増加していますが、

性別・年齢により差がみられます。定期健

診受診者の最低値は２０～２４歳の男性で

２８．６％でした。各年齢層で男性が低い傾

向あり、２０～３０代の男性は３０％程度。

女性は２０～３０代が４０％程度で、他の年

齢に比べると低い傾向にあります。 



 

 

 

日常的な口腔ケアを行っている人の６５.７％（全体から使っていない人を引いた数）が歯間清

掃具を使用しています。 

92.3% 94.6% 91.8% 92.2%
85.5% 83.3% 79.5%

71.0% 66.7%

47.6%
41.0%

33.9%

20%

40%

60%

80%

100%

24本以上割合【年齢別】

43.1%

31.1%

12.1%
9.0%

1.7% 1.3% 0.9% 0.8% 0.0%
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口腔ケアの頻度

3.4%

3.6%

6.3%

8.1%

11.5%

12.0%

20.3%

34.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

糸ようじ（デンタルフロス）、歯間ブラシ、洗口液

糸ようじ（デンタルフロス）、洗口液

糸ようじ（デンタルフロス）、歯間ブラシ

歯間ブラシ、洗口液

洗口液

糸ようじ（デンタルフロス）

歯間ブラシ

使っていない

歯間清掃具を使用している者の割合

約９７％の人が朝・昼・夜（寝

る前を含む）のいずれかで１回

以上口腔ケアを実施していま

す。朝・夜の１日２回が最も多

く、次いで朝・昼・夜の１日３回と

なっています。 

 



【生活習慣病】 

 

 

健診を受けない理由として、「治療中の病気があり受診しているから」が５７．０％、「気になる症

状がなく、健康だと思っているから」が３０．４％、「面倒だから」が２１．５％、「忙しいから」が１１．

４％となっていました。 

 

骨粗しょう症検診は受けている方は１２.１％と低い。また、骨粗鬆症検診が安く受けられることに

関して、知らない方も多くみられました。 

81.2％

9.9%

6.4%
2.5%

健康診断受診の有無

毎年受けている ２～３年に1度受けている

３年以上受けたことがない 今まで受けたことがない
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場所が遠かったから

自己負担があったから

その他

忙しいから

面倒だから

気になる症状がなく、健康だと思っているから

治療中の病気があり受診しているから

検診未受診の理由

108人

165人

618人

0 100 200 300 400 500 600 700

知っているし、受けている

知っているが、受けていない

受けていない

骨粗しょう症検診の知識

アンケート結果より、健診を「毎年

受けている」が８１．２％、「２～３年に

１度受けている」が９．９％、「３年以

上受けたことがない」が６．４％、「今

まで受けたことない」が２．５％でし

た。何かしらの形で８０％の方は健

診を受けていますが、その他２０％

は１年に１度健診を受けていない方

もいました。 

 

ｎ＝891 人 

ｎ＝79人 

ｎ＝891 人 



 

 

 

 

 

 

 

28.8%

16.2%
13.4%

22.9%

18.7%

がん検診の知識

知っているし、受けている
知っているが、職場の検診で受けている
知らないが、職場で受けている
知っているが、受けていない
知らないし、受けていない

職場でがん検診を受けているのは 

５２．５％。がん検診は本来の金額より 

７０％～８０％引きで受けられることを

知っているのは６７．９％、知らない方

が３２．１％でした。その中でも、知らな

くて受けていなかった方が１８．７％い

ました。 

 


